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N　Thomas　J．　Millsオレゴン大学国際局長（アメリカ）
　　の短期招請について
商学部教授入江隆則
　オレゴン大学の国際局長トーマス・J・ミルズ氏は昨年の十一月に本学を
訪問された。一箇月滞在されて三回講演会を持ち，毎回多数の教職員や大学
院生や学部の学生が聴講した。オレゴン大学が本学との提携校である関係か
ら，かってオレゴン大学で学んだ本学の卒業生や，オレゴン大学で研究生活
を送った方々やその家族の方々も参加された。講演会自体も大変活気に満ち
た雰囲気で，質疑応答も多かったが，同時にその後の交歓会も楽しいものだ
った。ミルズ氏御夫妻も日本での生活を楽しまれた様子で，国際交流の実が
大いに上がったと思う。
　トーマス・J・ミルズ氏は日本での生活と明治大学での講演とを，何箇月
も前から楽しみにされていた。三回の講演の原稿は，アメリカを出発する前
に出来上がっていた。私はたまたま昨年の九月にオレゴン大学を訪れたので
日本に出発する直前のミルズ氏に会ったことになるが，その時すでに三編の
講演原稿を見せられた。私の感想を述べ，その一っがやや長すぎるという気
がしたので，縮めてもらった。
　講演の内容はミルズ氏が長くオレゴン大学で国際局長の職にあつた経験を
踏まえたもので，理論と実践とのバランスがよく溶け合った感銘の深いもの
だった。以下その三っの講演のうち，スペースの関係で第一の講演と第二の
講演の概略を述べ，報告に換えたいと思う。
　　　　　　　　　　　☆　　　☆　　　☆　　　☆　　　☆
（一）四人の日本人留学生はオレゴン大学でどう学んだか。（FOUR　JAPA－
　　NESE　ALUMNI　LOOK　BACK　AT　THEIR　UNIVERSITY　OF　ORE－
　　GON　EXPERIENCES）
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　クラタ・ヤスオは日本の国際ジャーナリストである。彼は1952年から翌
53年にかけて，フルブライト交換学生としてオレゴン大学で学んだ。彼は
日本航空へのボーイング社の航空機の売り込みの記事を書くことになり，
30数年ぶりにワシントン州のシアトルとオレゴン州のユージーンにやって
きた。クラタはオレゴン大学で二人の教授からジャーナリズムにっいて学
んだことが，彼の生涯に大きな意味を持ったと語っている。
　クラタの父は海上保険の仕事をしていた。クラタは日本のミッション・
スクールでフランス語と英語を学んだ。その関係で彼の家には外国人がし
ばしば出入りしていた。戦前の日本であるから，警察の尋問を受けたこと
もある。クラタは慶応大学で経済学を学んだ。彼は英語ができたので，・
1940年代の後半にはマッカーサー司令部の通訳をしたことがある。そこで
出会った一人のアメリカ人ジャーナリストがアメリカ留学をすすめたので，
彼はフルブライトの奨学金を貰ってアメリカにやってきた。
　時あたかもマーカーシーの赤狩りの最中で，アメリカで言論の自由の問
題が起こっていた時だった。これはクラタにはショックだったが，しかし
ニクソンが世論によって辞任させられたのを目撃して，彼はアメリカの民
主主義を信ずることができた。
　クラタは勇気のある人物で，アイゼンハワー大統領に広島への原爆投下
にっいて質問したりもしている。
　彼は共同通信社に勤めたり　ロイター通信社で働いたりした。ベトナム
戦争の終結の為のパリ平和会議も取材した。CNNのニュース・キャスター
としても活動した。現在の日米関係について彼は，表面的には悪くなって
いるように見えるが，相互コミュニケーションとしては昔よりよくなって
いると思う，と言っている。
　ヨーコ・松岡・マクレーンは夏目漱石の孫娘であり，現在はオレゴン大
学教授で，日本文学を教えている。彼女がオレゴン大学で学んだのは一種
の偶然だった。彼女はアメリカの東部の大学で勉強したいと思っていたの
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　だが，その途中で西部に立ち寄りすっかりオレゴンが好きになって，そこ
　で学ぶことにしたのである。
　　彼女はオレゴンでの学生生活は素晴らしかったと言う。人種的偏見もな
　く，キャンパスにすぐとけこめた。彼女はそこでマクスウェルという親友
　ができた。一緒にユージーンの大学生活をエンジョイした。金曜日の夜に
　ウィラメット・ストリートを皆で散歩したのは本当に楽しかったと，彼女
　は回想している。
　　ロバート・マックレーンに出会って結婚したのも，ユージーンでだった。
　その後の彼女はアメリカと日本の架け橋として，活動している。　「漱石の
　孫のアメリカ」や「アメリカの常識，日本の常識」など著書もある。現在
　の日米関係にっいて彼女は，二国間関係には摩擦は付き物で，アメリカは
　いろいろな分野でナンバー・ワンの座を失いっっある。それは必ずしも悪
　いことではない。日本はアメリカを追い上げているが，日本がアメリカか
　ら学ぶべきことはまだまだ多いと言っている。
　　この他，八丈島の出身で，東京外国語大学を経てオレゴン大学に学び，
　現在名古屋の大同工科大学の教授となっているマエダ・トシオ，オレゴン
　大学で心理学を学んで社会活動家になったコバヤシ・キヨノにっいて述べ
　た後，松岡洋右元外相や自民党のバラ・ケンザブロゥ代議士など，その他
　の有名無名のオレゴン大学の卒業生について語りまたオレゴン大学での日
　本人留学生の一般的な動向にも触れている。
（二）世界からの留学生を地域社会へ一大学街ユージーン市挙げての取り組
　　み一
　　（OREGON’S　ATTEMPT　TO　IMPROVE　GLOVAL　AWARENESS
　　　THROUGH　INTERNATIONAL　EDUCATION　PROGRAMS）
　　モロンピ・オレロンケイはケニヤの出身で，マサイ族の遊牧民の家で生
　まれた。彼はオレゴン大学の大学院生であるが，先日地元のエッジウッド
　の小学校を訪れて，ケニヤの生活にっいて話をした。アフリヵの大草原の
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ライオンや虎の生態にっいて多くの質問に答えた。　「アフリカでは赤ん坊
はどうやって生まれますか」という問いに対して，彼は斗一モラスに「ア
メリカのような病院や産院はありませんが，アフリカでもアメリカでも赤
ん坊は同じようにして生まれます」と語った。エッジウッドの小学生を彼
はすっかり好きになり，彼から直接アフリカの生活について話してもらっ
たことで，外国にっいての目が開かれ，人間はどこでも基本的には同じな
んだという真理を理解したらしい。
　モロンピにとっても，この経験はアメリカ社会に始めてとけこんだとい
う実感のある素晴らしい経験だった。このプログラムはオレゴン大学の
「国際文化交流計画ICPS」が考えたものである。この計画は1982年に始ま
り，オレゴン大学の55人の外国人学生が，奨学金を貰う代わりに年間80時
間，地域社会に奉仕しなければならないと定めたものである。ユージーン
とスプリングフィールド地区の小学校と中学校と高校で，自分の国の文
化にっいて話したり，実演をしたりする。大変成功したので，全米で賞賛
されている計画である。
　アメリカでも外国人学生と普通のアメリカ人学生の交流は，放っておい
てうまく行くものではない。どうしても見えない壁がある。この計画はそ
の壁をとり払い，違った文化についてお互いに学び合うために考えられた。
この計画が始まるまで，オレゴンの学生は外国にっいての知識も乏しく，
外国入学生は無視されがちだった。そのため，アメリカに留学してよかっ
たと思わない者もかなりいたに違いない。
　これは必ずしもアメリカ人学生だけが悪いのではなく，外国人学生はし
ばしば真面目すぎたり，英語が話せなかったりするからでもある。また一
っの国籍の学生の数が多すぎると彼らはクラスのなかで固まってしまう傾
向があり，これも良くない。
　もう一つの問題は，オレゴン大学だけでなくどこの大学でもそうだが，
国際交流担当の教職員の事務的な雑用が多すぎて，真に効果的な国際交流
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とは何かを考える時間がなかったことだ。
　もちろん過去にも，いろいろなプログラムがなかったわけではない。留
学生を個人の家に招待したり，そこで生活させたりする「ホスト・ファミ
リー・プログラム」，留学生を助けるために特定のアメリカ人学生を選ん
で一対一で付き合わせる「フレンドシップ・パートナーズ」，いろいろな
国の文化を日を決めて紹介する「各国文化祭の夜」の催しなどなど。しか
しどれもICPSにくらべると，あまり成功していたとはいえない。
　これに較べて，ICPSはすばらしい成功を収めた。奨学金が貰えるばかり
でなく，大学の外のアメリカの社会に接することになる。これが良かった。
キプロス出身のある学生は，次のように言っている。
　私はICPSに参加してはじめて，オレゴン大学のメンバーになったのだと
いう実感を持ちました。大学の外でも多くの人に会い，生きているアメリ
カの社会のなかに組み込まれたと思い，アメリカをよく理解でき，かつま
た自分自身の国を外からの目で見ることができました，と。
　こういう感想は多くの学生がもらしている。
　ICPSは大学の国際局の職員のみならず，地域社会の人々の多角的協力な
しには不可能である。特定の留学生を決められた小学校へ連れて行くこと
や，そこで，授業の中に上手くとけこませるには，小・中学校側の理解と
協力が不可欠だ。しかしオレゴンではそれがうまく行き，全米で評判にな
り，多くの見学者がオレゴンにやってくるようになり，オレゴン大学の国
際局長には講演依頼が相次ぎ，目下全米を駆け回っている。さらにこのプ
ログラムを発展させたいと思っている。
　とりわけこの第二の講演はトーマス・ミルズ氏の本領と面目のよくうか
がわせるよい講演だったと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
一19一
